反　　訴　　状

平成　　年　　月　　日

　　○○地方裁判所民事第　　部　　係　御中

反訴原告（本訴被告）訴訟代理人弁護士　○　○　○　○　印

　　〒○○○－○○○○　東京都△△区□□○丁目○○番○号
　　            反訴原告（本訴被告）　　○　○　○　○　

　　〒○○○－○○○○  東京都○○区××○丁目○番○号□□ビル○階
　　　　　　　　　　　　○○法律事務所（送達場所）
                上記訴訟代理人弁護士　　○　○　○　○　
　　　　　　　　　　　　　電　話　０３－○○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０３－○○○○－○○○○
　　〒○○○－○○○○　東京都△△区□□○丁目○番○－○○○号
　　　　　　　　反訴被告（本訴原告）　　○　○　○　○　

損害賠償請求反訴事件

　訴訟物の価額　　　金　　万円

　貼用印紙額　　　　金　　万円

　上記当事者間の御庁平成　　年（　）第　　　　号損害賠償請求事件について、本訴被告は、次のとおり反訴を提起する。

第１　請求の趣旨

１　反訴被告（本訴原告）は、反訴原告（本訴被告）に対し、金　　　　　円及びこれに対する反訴状送達の日の翌日から支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

２　訴訟費用は、反訴被告（本訴原告）の負担とする

との判決並びに仮執行宣言を求める。

第２　請求の原因

１　反訴原告（本訴被告）は、平成　　年　　月　　日午後　　時　　分ころ、ＪＲ　　駅　　番ホームにおいて、ささいなことから反訴被告（本訴原告）と口論となり、反訴被告（本訴原告）から殴る、蹴るなどの暴行を受け、その結果、全治　　週間の顔面打撲等の傷害を受け、次のとおり損害を被った。

　　治療費　　　　　　　円

休業損害　　　　　　円

　　慰謝料　　　　　　　円

　　弁護士費用　　　　　円

第２　よって、反訴原告（本訴被告）は、反訴被告（本訴原告）に対し、不法行為に基づく損害賠償として、金　　　　円及び　これに対する反訴状送達の日の翌日から支払済みまで民法所定年５分の割合による遅延損害金の支払を求める。

証拠方法

第１　乙１号証　　　　　　　　　　診断書

第２　乙２号証　　　　　　　　　　給与証明

第３　乙３号証の１ないし１０　　　領収証

附属書類

乙１号証から３号証までの写し　　　各１通

